
大
学
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳

し
い
。
学
力
低
下
、
国
際
競
争
力

の
低
下
、
経
営
非
効
率
化
な
ど
な

ど
、
問
題
は
山
積
み
。
四
十
年
前

の
進
学
率
は
一
〇
％
、
い
ま
二
人

に
ひ
と
り
は
大
学
へ
進
学
す
る
。

大
学
が
ゴ
ー
ル
に
な
り
、
大
学
で

何
を
学
ぶ
か
、
何
を
学
び
に
大
学

へ
い
く
か
と
い
う
動
機
が
希
薄
と

言
え
る
時
代
だ
。
大
学
選
別
の
時

代
と
も
言
わ
れ
る
。 

 
 

本
書
と
同
時
に
、
社
会
部
記
者

が
一
般
の
人
の
目
線
か
ら
と
ら
え

た
『
大
学
サ
バ
イ
バ
ル
』（
古
沢
由

紀
子
、
集
英
社
新
書
）
に
ひ
と
と

お
り
目
を
通
し
て
み
て
は
ど
う
だ

ろ
う
か
。
私
立
大
学
を
含
め
て
現

代
の
大
学
教
育
環
境
は
大
き
く
変

化
し
て
い
る
。
そ
の
構
図
を
理
解

し
て
い
な
い
と
、（
国
立
）
大
学
は

ど
こ
へ
行
く
の
か
を
描
い
た
本
書

を
理
解
す
る
に
は
、
や
や
無
理
が

あ
る
よ
う
な
気
も
す
る
か
ら
だ
。 

著
者
が
国
立
大
学
長
職
で
あ

る
か
ら
、
や
む
を
得
な
い
か
も
知

れ
な
い
が
、
「
大
学
改
革
の
ゆ
く

え
」
「
二
一
世
紀
の
大
学
と
学
生
」

に
は
さ
ま
れ
る
形
で
、「
国
立
大
学

法
人
化
と
大
学
連
合
」
が
中
心
と

な
っ
た
三
部
構
成
で
あ
る
。
も
っ

ぱ
ら
国
立
大
学
の
独
立
行
政
法
人

化
（
独
法
化
）
が
本
書
執
筆
の
動

機
と
読
み
取
れ
る
。
大
学
と
は
い

っ
て
も
国
立
大
学
は
ど
こ
へ
行
く
、

の
方
が
書
名
と
し
て
は
適
切
か
と

も
思
う
。
著
者
が
「
国
の
台
所
は

火
の
車
、
痛
み
を
民
間
と
分
か
つ
、

と
い
う
受
け
入
れ
派
」（
朝
日
新
聞
、

二
〇
〇
二
年
一
月
三
〇
日
）
で
あ

る
に
し
て
も
、
他
方
、
大
学
再
編

統
合
の
流
れ
は
国
公
立
の
高
等
教

育
機
関
重
視
の
世
界
の
流
れ
に
逆

行
す
る
自
殺
行
為
だ
、
と
い
う
意

見
も
存
在
す
る
こ
と
を
、
読
者
と

し
て
は
知
っ
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。 

さ
て
、
本
書
の
な
か
で
核
と
な

っ
て
い
る
独
法
化
に
つ
い
て
は
詳

細
な
説
明
が
あ
り
理
解
で
き
る
が
、

「
国
立
大
学
法
人
化
を
大
学
改
革

の
梯
子
に
」（
第
五
章
）
と
な
る
と
、

い
さ
さ
か
首
を
か
し
げ
る
。
国
立

大
学
と
私
立
大
学
が
市
場
原
理
の

競
争
に
置
か
れ
る
時
代
で
あ
る
こ

と
は
評
者
も
異
論
は
な
い
。
し
か

し
、
一
〇
〇
％
の
私
大
に
な
る
わ

け
で
も
な
く
、
半
官
半
民
と
い
う

甘
ん
じ
た
背
景
を
も
つ
大
学
群
が

既
存
の
（
私
立
）
大
学
市
場
に
参

入
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
通
信

事
業
体
の
民
営
化
に
よ
る
、
勢
力

図
の
変
容
が
示
し
て
き
た
こ
と
と

同
じ
道
を
歩
も
う
と
す
る
か
の
よ

う
に
映
る
。 

最
後
に
一
言
。
国
立
大
学
が
ど

う
変
わ
ろ
う
と
も
、「
教
官
」
と
い

う
言
葉
が
残
る
よ
う
で
は
、
結
局

は
独
立
法
人
と
な
っ
て
も
国
立
大

学
に
何
ら
変
わ
り
は
な
い
と
思
う

の
は
評
者
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。（
す

ず
き
・
ゆ
う
が
氏
＝
上
智
大
学
教

授
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
史
専
攻
） 


